
高齢運転者による交通事故の特徴

資料４



令和７年に発生した死亡事故の事故類型

（注） 第１当事者が自動車（乗用車、貨物車、特殊車）の死亡事故を計上

人対車両

84件

23.1%

車両相互

107件

29.5%

車両単独

171件

47.1%

列車

1件

0.3%

〈75歳以上の高齢運転者〉

363件

人対車両

665件

42.1%

車両相互

611件

38.7%

車両単独

299件

19%

列車

3件

0.2%

〈75歳未満の運転者〉

1,578件
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令和７年に発生した死亡事故の人的要因
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(284)

(414)
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判断の誤り

安全不確認

(29)

死亡事故件数：1,578件
※調査不能等が120件ある。

死亡事故件数：363件
※調査不能が47件ある。

うちブレーキとアクセルの
踏み間違い
15件

（操作不適全体の約９％）
操作不適

うちブレーキとアクセルの
踏み間違い
31件

（操作不適全体の約26％）

（注）
・ 第１当事者が自動車（乗用車、貨物車、特殊車）の死亡事故を計上
・ 括弧内の数値は件数

＜75歳未満の運転者＞＜75歳以上の高齢運転者＞

2



年齢層別のブレーキとアクセルの踏み間違いによる死亡事故（令和７年）

75～79歳

9件

80～84歳

8件

85歳以上

14件

70～74歳

9件

65～69歳

2件
65歳未満

4件

46件

75歳以上の運転者が約67％

３
（注） 第１当事者が自動車（乗用車、貨物車、特殊車）の死亡事故を計上


